
東京湾の水質の変化と
下水道の関わり

～下水道施策の効果と要望～
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環境カウンセラー
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隅田川の水質推移と下水道普及

下水道の普及とともに水質は改善していった

貧酸素水塊

出典：千葉県水産総合研究センター 速報
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東京湾の水質

（下層DO）

出典：「東京湾水質調査報告書」（令和３年度」
東京湾岸自治体環境保全会議

赤潮の推移

出典：東京都環境局

赤潮発生は近年はおおむね15－20回、日数70-90日で推移している。
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水質の推移

COD 2.5mg/L 
昭和 60 年代初頭以降は
変動があるものの横ばい
の状況が続き、改善の傾
向は見られない。

全窒素 0.59mg/L 
１都３県で窒素及びりん
の排出規制に関する上乗
せ条例を施行した平成 11 
年度の0.91mg/L から４割
弱減少している

全りん 0.065mg/L
⾧らく 0.090mg/L 前後で
横ばいに推移し、平成 13 
年度頃より緩やかな改善
傾向が見られたものの、
近年は停滞気味である。

出典：「東京湾水質調査報告書」（令和３年度」
東京湾岸自治体環境保全会議

東京都内湾・23区放流水の窒素・りんの推移

下水道100年史より作成

東京都公共用水域の水質測定結果
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赤潮発生のしくみ

出典：東京都環境局

発生負荷量の推移

出典：汚濁総量管理システムによる負荷量集計結果－令和３年度（東京都環境局）
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「東京湾における
底生生物等による
底質評価」の結果
＜九都県市による方法＞
（令和3年度）

生きものの現状

「東京湾における
底生生物等による
底質評価」の経年変化
＜九都県市による方法＞

⾧期期間でみると浅海域や干潟の環境保全度に向上傾向がみられた。
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成魚調査結果
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神田川におけるアユ遡上と水質

風間眞理他、2001，神田川におけるアユ遡上の水質要因に関する研究、水環境学会誌、24（11）

アンモニアが減少して、アユが遡上するようになった
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出典：東京都環境科学研究所第21回公開研究発表会 和波氏資料

硝化促進

出典：東京湾環境マップ Vol.12(2018)
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CSO：合流式下水道越流水問題
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CSOの示すもの

➣雨天時排水の問題の共通認識
➣処理場の雨天時対策の開始
➣規制対象
➣簡易処理水量の増加

出典：東京湾再生のための行動計画（第二期）
指標に対する期末評価

23区水再生センター
簡易処理水量の経年変化

東京都下水道事業年報から作成（和波）

-45-



下水道放流水質
と環境水濃度

出典：東京湾調査報告書（東京都環境局）令和3年度
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海水温の様子

出典：東京湾水質調査報告書（令和3年度）
東京湾岸自治体環境保全会議

下水処理場や陸域からの流入水の
影響を受けやすい沿岸部で特に変
動が著しい。

下水道放流先への配慮

記録的短時間大雨は局地豪雨
2017年8月柳瀬川での水難事故
急激な増水：2時間の間に河川水位1.75ｍ増水

【原因】
①局所的な豪雨による河川への直接流出
②合流式下水道の余水吐から河川へ流出
③約1㎞上流の清瀬水再生センターからの無処理放流

①に加えて ②③が重複して放流されたことが増水の原因

（出典：気候危機 激甚化する川劣化する川：土屋十圀）
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【要望】
➣下水処理から水再生への役割認
識が変わった
➣基準内で放流すれば良いとされ
がちであるが、放流先への影響、
生きものに対する影響も考慮して
いく必要がある。
➣地球温暖化に対し水温上昇の影
響も考慮することが望まれる。
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